　　　和歌山市就労移行支援利用者交通費助成事業実施要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、障害者の経済的な負担を軽減し、もって障害者の福祉の増進を図ることを目的として、就労に向けての実習等のために指定就労移行支援事業所（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準（平成１８年厚生労働省令第１７１号）第１７５条第１項に規定する指定就労移行支援事業所をいう。以下同じ。）に通所する障害者に対し、予算の範囲内において、当該通所に要した費用（以下「交通費」という。）の一部を助成することに関し、和歌山市補助金等交付規則（平成２年規則第２７号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
（対象者）
第２条　交通費の助成を受けることができる者（以下「対象者」という。）は、本市に現に居住
し、かつ、本市の住民基本台帳に記録されている障害者であって、指定就労移行支援事業所に公共交通機関（鉄道又はバスをいう。以下同じ。）を利用して通所しているものとする。ただし、住居から指定就労移行支援事業所までの距離が片道２キロメートル未満である者にあっては、対象者としない。
（交通費の算出基準）
第３条　助成の対象となる交通費は、利用者の住居から指定就労移行支援事業所に至る経路のう
ち、運賃、時間、距離等の実情に照らし最も経済的かつ合理的と認められる通常の通所の経路及び方法により算出するものとする。ただし、利用者が交通機関より障害者であることを理由とした割引の適用を受けることができる場合又は他の制度等により交通費の助成が行われている場合は、その額を控除するものとする。
（助成金の額）
第４条　助成金の額は、予算の範囲内において、１月につき、当該１月に要した交通費に２分の１を乗じて得た額（小数点以下の端数があるときは、これを切り捨てた額）又は２，５００円のいずれか少ない額とする。
２　市長は、次の各号に掲げる助成対象月の区分に応じ、当該各号に定める支給月までに当該助成対象月分の助成金を支給するものとする。
（１）４月分から９月分まで　１１月
（２）１０月分から３月分まで　５月
（申請及び決定）
第５条　規則第３条の補助金等交付申請書は、和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金交付申　　　　請書（別記様式第１号）によるものとし、市長は、事業計画書及び収支予算書の添付を省略させるものとする。
２　規則第３条の規定による申請において、交通費の助成を受けようとする対象者（以下「助成申請者」という。）は、前項の申請書に、指定就労移行支援事業所に届け出ている通所経路の分かる書類の写しを添付するとともに、助成対象月分の通所に係る指定就労移行支援事業所の証明を受けなければならない。
３　市長は、規則第３条の規定による申請があったときは、申請の内容を確認の上、助成の可否を決定し、助成金額を確定の上、和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金可否決定及び確定通知書（別記様式第２号）により助成申請者に通知するものとする。なお、助成を行うときは、規則第６条の規定による通知と規則第１３条の規定による通知を併合して行うものとする。
４　市長は、規則第３条の規定による申請があったときは、規則第１２条の規定による報告を省略させるものとする。
（助成の請求）
第６条　規則第１５条の補助金等交付請求書は、和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金請求書（別記様式第３号）によるものとする。
　　　附　則
１　この要綱は、令和６年４月１日から施行する。
２　この要綱は、令和９年３月３１日限り、その効力を失う。

別記様式第１号（第５条関係）
和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金交付申請書
年　　月　　日
（宛先）和歌山市長
申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金を受けたいので、和歌山市補助金等交付規則第３条の規定により次のとおり申請します。
１　申請金額　　　　　円：合計金額×1/2と2,500円×　ヶ月とどちらか少ない額　
　　　ただし、　　　　年　　月から　　　　年　　月までの通所分として
	対象月
	通所日数
	交通費（円）

	月
	日
	円

	月
	日
	円

	月
	日
	円

	月
	日
	円

	月
	日
	円

	月
	日
	円

	合計
	日
	円


　※公共交通（電車・バス）代のみ
２　通所事業所名

別記様式第２号（第５条関係）
和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金可否決定及び確定通知書
第　　　　　号
年　　月　　日
　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山市長　　　　　　　印
　和歌山市就労移行支援利用者交通費の助成の可否を決定し、確定したので、和歌山市補助金等交付規則第６条及び第１３条の規定により次のとおり通知します。
１　助成する。
　　　助成金額　　金　　　　　　円
　　　ただし、　　　　　　　への通所交通費
　　　　　　　年　　月分から　　　　年　　月分として
２　助成しない。
　　　理由
別記様式第３号（第６条関係）
和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金請求書
年　　月　　日
（宛先）和歌山市長
申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
和歌山市補助金等交付規則第１５条の規定により、和歌山市就労移行支援利用者交通費助成金を次のとおり請求します。
　請求金額　金　　　　　　円
　　ただし、　　　　年　　月から　　　　年　　月までの通所分として
振込先
	金　融　機　関　名
	
	金融機関コード
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	普通　・　当座

	口　座　番　号
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通所証明書





通所の状況について、次のとおり証明します。


通所者氏名


実習等の内容


通所期間　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで





年　　月　　日





住所


事業所名


代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　印


電話番号








